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少
子
高
齢
化
社
会
の
労
働
力
人
口
の
漸
次
減
少
の
な
か
日
本
経
済
を
支
え
る
労
働
力
を
今
後
も
維
持
し
、
い
か
に
厳
し
い
経
済
状
況
を
打
破
し
加
速
す
る
高
齢
社
会
を
活
性
化
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の
施
策
の
中
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
「
女
性
活
用
」
で
あ
る
。
政
府
は
女
性
活
用
の
達
成
基
準
の
数
値
目
標
を
掲
げ
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
組
織
に
お
い
て
女
性
の
指
導
的
地
位
割
合
が
約
30％
に
達
す
る
努
力
を
行
な
う
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
「
女
性
活
用
」
に
関
し
て
は
国
際
比
較
上
で
も
、
日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
遅
れ
て
い
る
実
態
（
一
〇
一
位
）
が
あ
る
。
近
年
高
学
歴
化
が
進
み
有
能
で
意
欲
的
に
継
続
し
て
働
く
女
性
が
増
加
し
、
日
本
特
有
の
Ｍ
字
カ
ー
ブ
の
底
も
次
第
に
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
女
性
労
働
者
の
優
れ
た
潜
在
能
力
を
積
極
的
に
開
発
し
、
有
効
活
用
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
が
真
に
問
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
長
年
の
問
題
意
識
か
ら
「
長
期
勤
続
女
性
の
活
用
に
関
す
る
研
究
」
を
行
な
い
、
多
様
な
観
点
か
ら
デ
ー
タ
分
析
と
実
証
的
調
査
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
、
女
性
活
用
に
関
す
る
数
々
の
提
言
を
行
な
い
、
今
後
の
あ
る
べ
き
方
向
性
を
こ
こ
に
明
示
し
て
い
る
。
本
書
は
著
者
の
昭
和
女
子
大
学
大
学
院
生
活
機
構
研
究
科
生
活
機
構
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
に
お
け
る
博
士
論
文
『
長
期
勤
続
女
性
の
活
用
に
よ
る
新
し
い
職
場
経
営
の
構
築
に
関
す
る
研
究
女
性
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
特
性
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
（
二
〇
〇
九
）
が
基
に
な
っ
て
書
か
れ
た
。
著
者
自
身
が
働
く
女
性
と
し
て
企
業
や
組
織
で
の
長
い
実
務
経
験
の
後
、
50歳
を
越
え
て
大
学
院
進
学
を
果
た
し
自
ら
の
実
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
長
年
の
問
題
意
識
を
研
究
し
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
本
書
の
大
き
な
特
性
と
言
え
る
。
本
書
は
序
章
か
ら
第
1章
～
第
5章
、
終
章
、
資
料
（
自
由
記
述
）、
参
考
文
献
、
あ
と
が
き
（
実
務
者
か
ら
研
究
者
へ
の
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
）
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
あ
と
が
き
」
に
は
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
毎
の
キ
ャ
リ
ア
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
著
者
自
身
の
言
葉
で
語
ら
れ
、
著
者
の
実
務
経
験
か
ら
編
み
出
さ
れ
た
女
性
活
用
に
対
す
る
考
え
方
と
と
も
に
後
輩
女
性
に
対
す
る
思
い
や
働
く
女
性
に
対
す
る
熱
い
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
そ
こ
に
込
め
ら
れ
て
お
り
読
者
に
感
動
を
与
え
る
「
あ
と
が
き
」
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
巻
末
資
料
に
は
、
自
由
記
述
欄
に
記
入
さ
れ
た
働
く
女
性
た
ち
の
生
の
声
が
多
数
収
め
ら
れ
て
お
り
、
貴
重
な
デ
ー
タ
と
し
て
も
見
逃
せ
な
い
資
料
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
と
そ
の
内
容
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
序
章
に
続
き
、
第
1章
は
「
日
本
に
お
け
る
女
性
活
用
の
現
状
と
国
際
比
較
」
。
女
性
の
勤
続
年
数
の
実
際
、
女
性
に
対
す
る
不
利
な
固
定
観
念
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
多
様
な
デ
ー
タ
分
析
か
ら
女
性
労
働
の
現
状
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
雇
用
機
会
均
等
法
以
降
こ
の
四
半
世
紀
の
女
性
労
働
の
推
移
を
検
討
し
て
い
る
。
第
2章
は
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
効
果
」
。
「
均
等
表
彰
」
を
受
賞
し
た
企
業
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
推
進
し
た
結
果
、
女
性
社
員
比
率
、
役
職
者
女
性
比
率
、
勤
続
年
数
、
経
営
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
上
昇
し
た
か
を
分
析
し
女
性
活
用
に
よ
る
成
果
を
検
討
し
て
い
る
。
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宮
城
ま
り
子
『
長
期
勤
続
女
性
の
活
用
に
関
す
る
心
理
学
的
研
究
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
渡
邉
祐
子
著
続
く
第
3章
、
第
4章
は
、
人
事
担
当
者
を
対
象
に
他
者
評
価
に
基
づ
く
調
査
結
果
を
分
析
し
て
い
る
。
第
3章
は
「
女
性
活
用
及
び
女
性
従
業
員
に
対
す
る
企
業
の
意
識
」。
企
業
が
女
性
社
員
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
、
若
い
社
員
と
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
世
代
間
比
較
、
ま
た
、
一
般
的
に
女
性
が
不
利
欠
点
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
（
例
家
庭
と
仕
事
の
両
立
困
難
、
感
情
的
、
視
野
が
狭
い
）
に
対
す
る
企
業
意
識
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
の
男
女
差
に
つ
い
て
、
回
答
者
が
想
起
し
た
活
躍
女
性
と
同
期
（
同
年
輩
）
の
男
性
と
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
比
較
の
検
討
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
第
4章
は
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
女
性
」
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
し
プ
ロ
ソ
ー
シ
ャ
ル
行
動
（
向
社
会
的
行
動
）
か
ら
の
視
点
を
付
加
し
リ
ー
ダ
ー
行
動
を
分
析
。
回
答
者
が
想
起
し
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
特
徴
、
リ
ー
ダ
ー
行
動
、
職
場
に
お
け
る
影
響
力
を
分
析
し
関
係
性
を
検
討
し
て
い
る
。
加
え
て
リ
ー
ダ
ー
の
職
位
に
よ
っ
て
リ
ー
ダ
ー
行
動
に
相
違
が
存
在
す
る
か
に
関
し
て
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
想
起
さ
れ
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
同
期
（
同
年
輩
）
の
男
性
リ
ー
ダ
ー
を
想
起
さ
せ
リ
ー
ダ
ー
行
動
の
男
女
差
を
検
討
し
た
結
果
、
企
業
評
価
は
従
来
の
男
性
型
リ
ー
ダ
ー
行
動
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
点
を
筆
者
は
指
摘
し
て
い
る
。
第
5章
は
、
「
長
期
勤
続
女
性
の
管
理
職
へ
の
意
欲
と
企
業
の
女
性
人
材
育
成
へ
の
期
待
」
。
長
期
勤
続
女
性
（
10年
以
上
、
ま
た
は
最
長
勤
続
女
性
）
を
対
象
に
質
問
紙
調
査
を
行
な
い
そ
の
結
果
を
分
析
。
管
理
職
に
就
く
可
能
性
が
高
い
と
予
想
さ
れ
る
長
期
勤
続
女
性
自
身
の
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
「
管
理
職
へ
の
意
欲
」
「
管
理
職
に
伴
う
苦
労
」
「
格
差
感
格
差
理
由
」
「
会
社
に
期
待
す
る
こ
と
」
な
ど
4側
面
と
職
場
で
培
っ
て
き
た
ス
キ
ル
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
終
章
は
「
本
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
と
女
性
活
用
に
よ
る
新
し
い
職
場
経
営
へ
の
提
言
」
。
本
研
究
の
結
果
を
総
合
的
に
考
察
し
、
得
ら
れ
た
知
見
か
ら
課
題
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
1．
管
理
職
に
必
要
と
さ
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
の
再
評
価
、
2．
企
業
側
の
女
性
に
対
す
る
不
利
な
固
定
観
念
と
女
性
が
感
じ
る
格
差
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
、
3．
女
性
や
非
管
理
職
層
の
意
見
を
尊
重
す
る
、
4．
女
性
側
は
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す
意
欲
を
も
つ
、
5．
女
性
管
理
職
が
少
な
い
要
因
と
し
て
従
来
企
業
側
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
問
題
点
（
勤
続
年
数
が
短
い
、
能
力
不
足
）
を
女
性
側
か
ら
捉
え
な
お
し
、
企
業
と
女
性
の
意
識
ギ
ャ
ッ
プ
を
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
女
性
活
用
に
お
け
る
動
機
づ
け
要
因
の
重
要
性
、
長
期
勤
続
女
性
の
職
業
経
験
の
再
評
価
の
必
要
性
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
2点
は
長
期
勤
続
女
性
活
用
に
よ
る
新
し
い
職
場
経
営
の
構
築
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
筆
者
は
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
は
今
後
の
課
題
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。
1．
女
性
特
有
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
の
認
知
評
価
促
進
の
た
め
に
具
体
的
な
施
策
や
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
企
業
に
対
し
て
意
識
改
革
を
働
き
か
け
る
具
体
的
施
策
を
追
究
す
る
。
2．
女
性
の
管
理
職
登
用
の
効
果
性
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
管
理
職
登
用
以
外
に
も
女
性
を
動
機
づ
け
る
効
果
的
な
促
進
要
因
を
明
確
化
す
る
、
3．
女
性
の
自
信
を
高
め
る
た
め
の
具
体
的
方
法
を
追
求
す
る
。
そ
し
て
筆
者
は
、
こ
う
し
た
今
後
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
企
業
側
、
女
性
側
の
意
識
の
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、
双
方
に
対
し
て
共
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
な
う
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
若
年
労
働
者
の
漸
次
減
少
状
況
に
お
い
て
、
女
性
活
用
を
本
格
的
に
志
向
す
る
組
織

企
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
女
性
自
身
も
長
期
的
視
点
か
ら
自
律
的
に
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
自
ら
を
磨
き
育
て
、
環
境
に
自
ら
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
読
者
に
示
唆
し
て
く
れ
る
貴
重
な
実
証
的
研
究
の
書
と
し
て
推
奨
し
た
い
一
冊
で
あ
る
。
（
み
や
ぎ
ま
り
こ
法
政
大
学
教
授
）
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